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　市教育委員会は 11 月 15 日、市民文化会館で第 44
回白秋音楽まつりを開催しました。市内 19 の小学校
の児童 804 人が参加した同まつり。男声合唱団トンカ
ジョンによる合唱の後、ステージでは北原白秋が作詞
した「南の風の」や「すかんぽの咲くころ」などを各
校ごとに 2 曲から 3 曲合唱しました。中には、歌に合
わせて振り付けを披露する学校もありました。歌い終
わった児童は、「本番直前までとても緊張していたけど、
うまく歌えたのでうれしい」とほっとしていました。

秋の心、小学生が歌い継ぐ
第44回白秋音楽まつりを開催

白秋の歌を声と体の動きで表現する児童

白

　第 42 回有明海旗争奪少年剣道大会が 11 月 23 日、
市民体育館でありました。これは同体育館の落成を
記念し、昭和 57 年から開催されているもので、今回
で 42 回目を迎えます。大会には県内だけでなく、佐
賀県や熊本県などから 113 チームが参加。市内から
は９チームが出場し、大和少年剣道クラブＡが３回戦
まで進出しました。同クラブの武末実

み く
來さん（12 歳）

は「負けて悔しかったけど、次の大会に向けて仲間と
がんばりたい」と気持ちを切り替えていました。

学生剣士が心技体を競う
市内の大和少年剣道クラブが健闘

一本を目指して戦いを繰り広げた小学生剣士たち一本を目指して戦いを繰り広げた小学生剣士たち
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【上】作文を朗読する長谷健賞受賞者の深町姫花さん【上】作文を朗読する長谷健賞受賞者の深町姫花さん
【下】会場では長谷の好物だった豆腐やフナがふるまわれた【下】会場では長谷の好物だった豆腐やフナがふるまわれた

　12 月 3 日、柳城児童公園の文学碑前で長谷健とう
ふ祭りが行われました。小学校教師として働きながら
小説を書き、「あさくさの子供」で芥川賞を受賞した
長谷。戦後に北原白秋の少年時代を書いた「からたち
の花」を出版すると映画化され、柳川を全国に知らし
めるきっかけとなりました。当日は、長谷健賞を受賞
した豊原小学校 6 年の深町姫

ひ め か
花さんら作文コンクール

入選者の朗読や、東宮永小学校 6 年生と白秋をうたう
コーラス蘭の会による合唱を実施。祭りの最後には、
長谷の好物だった豆腐とフナが 4 年ぶりにふるまわ
れ、会場にいた人はおいしそうに食べていました。

腐とフナを愛した作家を偲ぶ
作文朗読や豆腐で長谷健に思いをはせる豆

綱引きやダンスなど元気いっぱいの姿を見せる園児綱引きやダンスなど元気いっぱいの姿を見せる園児

　市幼年消防大会が 11 月 10 日、市民体育館であり
ました。これは秋の火災予防週間中に市消防本部が実
施しているもので４年ぶりの開催となりました。同大
会には、市内 21 の幼年消防クラブから園児 429 人
が参加。消防隊員が消防服を紹介したり、救助訓練を
実演したりしました。また、園児による綱引きやダン
スの披露も行われました。六合保育園の平田りおちゃ
んは「お母さんの話しをしっかり聞いて、火遊びはし
ません」と防火を誓ってくれました。

児たちが防火を誓う
４年ぶりに幼年消防大会を開催園

老
　11月に開催された調味料選手権2023のみそ部門で、　11月に開催された調味料選手権2023のみそ部門で、
鶴鶴味味
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噌噌醸造の「激辛相撲味噌」が最優秀賞に輝きました。醸造の「激辛相撲味噌」が最優秀賞に輝きました。
日本野菜ソムリエ協会が毎年開催する選手権に、今回は日本野菜ソムリエ協会が毎年開催する選手権に、今回は
全国から 211 品がエントリー。「激辛好きにはたまらな全国から 211 品がエントリー。「激辛好きにはたまらな
い」などと好評価を受け、最優秀賞に選ばれました。こい」などと好評価を受け、最優秀賞に選ばれました。こ
れは、昨年の「相撲味噌」に続く 2 年連続の快挙。11れは、昨年の「相撲味噌」に続く 2 年連続の快挙。11
月 13 日、金子市長に喜びを報告した同社の吉開月 13 日、金子市長に喜びを報告した同社の吉開雄雄

ゆ う じゆ う じ

治治統統
括室長は「新たな姉妹商品を開発中なので来年も挑戦し括室長は「新たな姉妹商品を開発中なので来年も挑戦し
たい」と 3 連覇に意欲を見せました。たい」と 3 連覇に意欲を見せました。

舗の技で審査員うならす
鶴味噌が調味料選手権で最優秀賞

2 年連続の最優秀賞受賞を金子市長へ報告した吉開さん

掘割から水を引き込んでいた池の周りを清掃する生徒

　11 月 4 日、伝習館高校の 1、2 年生 57 人が椿原
町の松本邸庭園を清掃しました。これは庭園の調査と
保存活動に取り組む市民団体「柳川水郷庭園保存機構」
に同校が協力して実現。生徒たちは約 2 時間にわたっ
て除草や落ち葉集めの清掃活動に取り組みました。ま
た、同機構の代表で南九州大学名誉教授の永松義

よしひろ
博さ

んが、掘割の水を引き込んで池や生活用水、防火用水
などに活用した柳川独自の庭園の仕組みを説明。生徒
たちは熱心に耳を傾けていました。

の世代に柳川の庭園をつなぐ
伝習館高校が松本邸庭園を清掃次 っきり最後まで短くで伝わる

外国人に伝わる日本語を市民に伝授

カタカナ英語は外国人に通じないことを力説する吉開さん

は
　水の郷で 12 月 5 日、市は観光大使の吉開章

あきら

さんを
講師に招いて「やさしい日本語」講座を開きました。
これは、市民に簡単な日本語で外国人観光客をおもて
なししてもらおうと、市が取り組む「やさしい日本語
ツーリズム」事業の一環です。吉開さんは「来日する
外国人の 96％は簡単な日本語ができる」と説明。また、

「日本語とカタカナ英語を混ぜては駄目」「はっきりと
最後まで短く言えば伝わる」など、やさしい日本語を
話すことが大切だと訴えました。


